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イ
チ
ゴ
栽
培
な
ど
の
受
粉
に
使
用
さ
れ
て

い
る
ミ
ツ
バ
チ
は
こ
こ
数
年
不
足
気
味
で
、

２
０
０
９
年
春
に
は
ミ
ツ
バ
チ
を
確
保
で
き

な
い
園
芸
農
家
が
続
出
し
、
大
き
く
報
道
さ

れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
ミ
ツ
バ
チ
不
足
の
対
策
を
立
て
る
た
め

に
、
名
古
屋
大
学
農
学
部
と
共
同
で
、
我
が

国
の
養
蜂
群
の
実
態
調
査
や
ミ
ツ
バ
チ
群
の

健
常
性
に
影
響
を
与
え
る
要
因
の
解
析
な
ど

か
ら
な
る
緊
急
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
で
得
ら
れ
た
成
果
と
し
て
、

ま
ず
、
我
が
国
の
多
く
の
ミ
ツ
バ
チ
が
腐
蛆

病
菌
を
始
め
と
し
た
病
原
体
（
ウ
ィ
ル
ス
、

バ
ク
テ
リ
ア
、
微
胞
子
虫
）
を
保
持
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
ミ
ツ
バ
チ
の
減
少
に
直
接
結
び

つ
い
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
更
な
る
研
究
が

必
要
で
す
が
、
病
気
を
蔓
延
さ
せ
な
い
た
め

に
一
層
の
衛
生
管
理
の
強
化
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
不

顕
性
感
染
を
克
服
す
る
に
は
、
ミ
ツ
バ
チ
を

強
健
健
全
に
維
持
す
る
た
め
に
、
十
分
な
餌

を
与
え
、
健
康
で
ス
ト
レ
ス
を
受
け
な
い
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

（
図
１
）。

さ
ら
に
、
今
回
の
研
究
で
は
、
農
薬
の
散

布
が
必
ず
し
も
ミ
ツ
バ
チ
の
大
量
死
に
直
接

結
び
つ
く
訳
で
は
な
く
、
農
薬
が
散
布
さ
れ

る
状
況
や
周
辺
の
環
境
（
蜜
源
が
近
隣
に
あ

る
か
ど
う
か
な
ど
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
農
薬

の
影
響
が
左
右
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
農
薬
か
ら

の
影
響
を
回
避
す
る

に
は
、
散
布
時
に
お

け
る
直
接
曝
露
か
ら

の
待
避
が
最
重
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
図
２
）。

一
方
、
ウ
ィ
ル
ス
検
出
調
査
で
は
、
調
査

し
た
全
て
の
蜂
群
か
ら
何
ら
か
の
ウ
ィ
ル
ス

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
ウ
ィ
ル
ス
は
、
寄

生
性
ダ
ニ
に
よ
り
媒
介
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
寄
生
性
ダ
ニ
の
管

理
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
（
図
３
）。

こ
の
緊
急
研
究
の
結
果

を
受
け
、
今
年
度
か
ら
実

用
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
ミ
ツ
バ
チ
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
養

蜂
技
術
と
花
粉
交
配
利
用
技
術
の
高
度
化
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
3
年
間
で
ミ
ツ
バ
チ
不
足
を
克
服
出
来

る
手
法
を
開
発
し
、
か
つ
、
養
蜂
技
術
と
授

粉
利
用
技
術
の
高
度
化
に
よ
っ
て
、
養
蜂
業

及
び
施
設
園
芸
業
の
産
業
強
化
と
発
展
に
寄

与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
家
畜
育
種
増
殖
研
究
チ
ー
ム

み
つ
ば
ち
グ
ル
ー
プ
長　
　

木
村　

澄
）

ミ
ツ
バ
チ
不
足
に
対
応
し
た

緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
実
施　
　

図 1　アメリカ腐蛆病（法定伝染病）
にかかったミツバチ群の幼虫。文字
通り幼虫が腐り、粘性のある液状に
なる。（玉川大学中村純教授提供）

図 2　巣門の前で大量に死亡したミ
ツバチ。農薬の被害が疑われる。（養
蜂家提供）

図 3　ミツバチヘギイタ
ダニの成虫雌。ウィルス
の媒介もする。（芳山三喜
雄研究員撮影）
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豚
用
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
飼
料
設
計
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
農
研
機
構 

畜
産
草
地
研
究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://nilgs.naro.affrc.go.jp/

prog/ecofeed.htm
l

）
か
ら
無
料
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
養
豚
農
家
、
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
事
業
所
等
で
の
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
利

用
に
よ
り
、
豚
の
要
求
量
を
満
た
す
、
成
分

の
変
動
が
小
さ
い
飼
料
の
設
計
と
製
造
へ
の

活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

（
機
能
性
飼
料
研
究
チ
ー
ム
長

　

川
島　

知
之
）

　

飼
料
自
給
率
の
向
上
、
食
品
残
さ
の
利
用

に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減
等
を
目
的
と
し
て

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
（
食
品
残
さ
の
飼
料
化
）
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
利

用
に
お
い
て
は
、
原
料
と
な
る
食
品
残
さ
の

化
学
成
分
や
栄
養
特
性
が
不
明
で
、
加
え
て

そ
の
成
分
値
も
変
動
す
る
こ
と
が
そ
の
利
用

推
進
の
障
壁
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
多
様
な
食
品
残
さ
で
あ
っ
て
も
、
食

品
の
種
類
ご
と
に
分
別
し
て
成
分
分
析
を
行

い
、
そ
の
平
均
値
に
よ
り
配
合
設
計
を
行
う

こ
と
で
、
適
切
な
成
分
の
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を

生
産
し
う
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
製
造
副
産
物
の
よ
う
な
成
分
が
単
一

の
も
の
や
、
多
様
な
食
品
残
さ
を
類
型
化
し

て
分
別
を
行
う
こ
と
で
成
分
変
動
を
一
定
以

内
に
抑
え
た
も
の
を
原
料
と
し
て
、
高
品
質

な
肥
育
豚
用
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
生
産
を
支
援
す

る
た
め
の
飼
料
設
計
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の

エ
ク
セ
ル
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
お
り
、
下
記

3
つ
の
シ
ー
ト
に
よ
っ
て
飼
料
の
設
計
を
行

う
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

①
要
求
量
計
算
シ
ー
ト

　

要
求
量
計
算
シ
ー
ト
に
飼
料
給
与
対
象
と

な
る
群
の
平
均
体
重
、
求
め
ら
れ
る
一
日
当

た
り
の
増
体
量
、
そ
し
て
頭
数
を
入
力
し
ま

す
。
そ
う
す
る
と
体
重
別
の
要
求
量
を
も
と

に
、
群
全
体
で
必
要
さ
れ
る
養
分
の
要
求
量

が
算
出
さ
れ
ま
す
。

②
飼
料
計
算
シ
ー
ト

　

飼
料
原
料
と
し
て
利
用
し
た
い
も
の
を
、

後
述
の
飼
料
成
分
表
シ
ー
ト
か
ら
選
び
ま

す
。
飼
料
原
料
の
重
量
を
給
与
量
と
し
て
入

力
し
、
飼
料
設
計
に
お
い
て
優
先
度
が
高
い

Ｄ
Ｅ
（
可
消
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
）、Ｔ
Ｄ
Ｎ
（
可

消
化
養
分
総
量
）、
粗
蛋
白
質
、
Ca
、
リ
ジ

ン
の
充
足
率
が
１
０
０
％
に
近
づ
く
よ
う
に

そ
れ
ぞ
れ
の
給
与
量
を
調
整
す
る
こ
と
で
、

適
切
な
配
合
設
計
値
が
得
ら
れ
ま
す
。

③
飼
料
成
分
表
シ
ー
ト

　

既
存
の
日
本
標
準
飼
料
成
分
表
（
農
研
機

構
編
、２
０
０
９
）に
記
載
さ
れ
て
い
る
デ
ー

タ
に
加
え
て
、
食
品
残
さ
成
分
表
の
デ
ー
タ

を
合
わ
せ
た
も
の
か
ら
飼
料
成
分
表
シ
ー
ト

を
構
築
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
使
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

図１　豚用エコフィード設計プログラムのイメージ
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資源化システム研究チーム

石　田　三　佳

現
在
多
く
の
酪
農
家
で
は
機
械
に
よ
る
搾

乳
が
毎
日
２
～
３
回
行
わ
れ
ま
す
。
通
常
機

械
搾
乳
は
、
牧
場
内
全
て
の
乳
牛
に
対
し
て

同
一
設
定
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
牛
ご

と
に
、
ま
た
搾
乳
さ
れ
る
4
乳
房
ご
と
に
乳

量
、
乳
の
流
出
状
況
は
異
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
乳
牛
個
体
情
報
を
利
用
し
た
分
房
別
搾
乳

装
置
を
開
発
し
ま
し
た
。

装
置
は
、
各
分
房
別
パ
ル
セ
ー
タ
、
ク
ラ

ス
タ
（
電
気
伝
導
度
（
Ｅ
Ｃ
）
計
内
蔵
ミ
ル

ク
ク
ロ
ー
も
含
む
）、
分
房
別
サ
ン
プ
リ
ン

グ
装
置
、
自
動
離
脱
装
置
、
制
御
基
盤
、
操

作
端
末
、
２
台
の
ミ
ル
ク
メ
ー
タ
お
よ
び
飼

養
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

パ
ル
セ
ー
タ
と
は
、
拍
動
（
吸
引
期
と
休
止

期
）
を
発
生
さ
せ
る
機
器
で
、
分
房
ご
と
に

拍
動
比
設
定
を
変
更
で
き
ま
す
。
ミ
ル
ク
ク

ロ
ー
に
は
Ｅ
Ｃ
計
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
分

房
ご
と
に
乳
汁
の
流
出
状
況
（
流
出
の
有
無

と
搾
乳
時
間
）
が
把
握
で
き
ま
す
（
図
１
）。

こ
れ
に
よ
り
分
房
ご
と
の
搾
乳
時
間
を
推
測

可
能
と
し
、
デ
ー
タ
を
自
動
解
析
し
て
拍
動

制
御
（
拍
動
比
例
制
御
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
搾
乳
が
終
了
し
た
分
房
の
み
拍
動
比
を

低
く
す
る
こ
と
（
低
拍
動
制
御
）
が
可
能
で

す
。操
作
端
末
で
は
、搾
乳
操
作（
搾
乳
開
始
・

停
止
・
牛
番
入
力
等
）
を
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に

よ
り
行
い
、
今
回
お
よ
び
前
回
の
搾
乳
量
、

搾
乳
時
間
、
合
乳
の
流
量
状
況
を
画
面
上
で

確
認
で
き
ま
す
（
図
２
）。
飼
養
管
理
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
牛
ご
と
の
搾
乳
デ
ー
タ
や
繁
殖

デ
ー
タ
（
分
娩
日
、
産
次
）
を
総
合
的
に
管

理
す
る
も
の
で
、
搾
乳
に
関
す
る
項
目
と
し

て
は
、
拍
動
比
例
制
御
の
た
め
の
計
算
、
低

拍
動
制
御
の
有
無
の
設
定
等
が
可
能
で
す
。

本
装
置
を
用
い
る
こ
と
で
個
体
情
報
を
元

に
牛
ご
と
に
最
適
と
考
え
ら
れ
る
設
定
で
、

や
さ
し
く
搾
乳
を
行
え
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ

ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
用
で
あ
り
、
他
の
シ

ス
テ
ム
（
ユ
ニ
ッ
ト
搬
送
型
ミ
ル
カ
な
ど
）

へ
の
適
用
に
は
別
途
改
良
が
必
要
で
す
。

乳
牛
に
や
さ
し
い
搾
乳
装
置

図２　搾乳装置の操作端末（各種データ
が画面上で確認できる）

図１　分房別データの例（前乳房が後乳房よりも早く搾乳が終了する）
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す
。気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
に
よ
り
60
年
後
に
3
℃
の
気
温
上

昇
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
（
Ａ
２
シ
ナ
リ

オ
）、
こ
の
場
合
本
病
も
本
州
全
土
で
発
生

す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

本
病
の
防
除
に
は
、
遅
播
き
し
て
高
温
を

回
避
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
種
子
に
殺

菌
剤
を
塗
抹
し
て
播
種
し
初
期
発
生
を
抑
え

る
方
法
も
確
立
し
ま
し
た
。
殺
菌
剤
の
ラ
イ

グ
ラ
ス
へ
の
農
薬
登
録
が
終
わ
れ
ば
、
防
除

の
た
め
の
有
効
な
技
術
と
な
り
ま
す
。

ラ
イ
グ
ラ
ス
は
栽
培
面
積
が
全
国
で
6
万

ha
以
上
あ
り
、
最
も
重
要
な
イ
ネ
科
牧
草
の

一
つ
で
す
。
し
か
し
、
九
州
な
ど
暖
地
で
は

秋
口
に
い
も
ち
病
が
発
生
し
、
播
種
直
後
の

幼
苗
が
立
ち
枯
れ
る
な
ど
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
グ
ラ
ス
い
も
ち
病
は

イ
ネ
い
も
ち
病
菌
と
同
種
の
病
原
菌
で
す

が
、
系
統
が
異
な
り
ま
す
。
病
徴
は
葉
や
葉

鞘
に
灰
色
で
紡
錘
型
の
小
型
病
斑
を
多
数
形

成
し
、
そ
の
上
に
高
温
多
湿
条
件
下
で
多
数

の
胞
子
を
形
成
し
、
こ
れ
が
風
雨
で
飛
散
し

て
ま
ん
延
し
ま
す
（
図
１
）。
こ
の

病
気
は
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る

地
球
温
暖
化
に
よ
り
さ
ら
に
多
発

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
病
の
発
病
適
温
を
調
査
し
た

結
果
、
葉
上
で
の
病
斑
拡
大
の
速

度
は
31
℃
で
1
日
当
り
１
・
６
㎜2

、

胞
子
形
成
数
は
28
℃
で
１
病
斑
当

り
約
11
万
個
と
最
大
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
中
高
温
域
で
発
生
が
増

加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

発
生
分
布
を
調
査
し
た
結
果
、
新
潟
県
三

条
市
、
長
野
県
塩
尻
市
、
福
島
県
南
相
馬
市

な
ど
で
新
た
に
発
生
を
確
認
し
、
以
北
で
は

確
認
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
現

在
の
分
布
北
限
と
推
定
し
ま
し
た
（
図
２
）。

30
年
前
に
は
九
州
・
中
国
・
関
東
地
方
な
ど

で
発
生
し
て
お
り
、
北
限
が
上
昇
し
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
北
限
は
9
月
の
日
平

均
気
温
22
℃
境
界
線
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
こ
の

場
合
日
中
の
気
温
は
28
℃
程
度
に
な
る
こ
と

か
ら
、
発
病
適
温
と
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
ま

畜産温暖化研究チーム

月　星　隆　雄

地
球
温
暖
化
に
伴
う

ラ
イ
グ
ラ
ス
い
も
ち
病
の
発
生
予
測

図 1　ライグラスいもち病の病徴（右下：病原
菌の胞子）

図２　ライグラスいもち病の分布および気象変動
による分布変動予測       

★：2008-09 年に新たに発生を確認した地点 
×：2008-09 年に発生を確認できなかった地点
○：過去に発生報告がある地点

National Institute of Livestock and Grassland Science
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3℃の気温上昇により
予想される分布北限

9月の日平均気温
22℃境界線

現在の
いもち病
推定分布
北限
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転
作
水
田
や
豚
ふ
ん
尿
を
活
用
し
て
飼
料
米
を
作
り
、
こ

れ
を
豚
に
給
与
す
る
、
資
源
の
循
環
・
活
用
と
飼
料
自
給
率

の
向
上
に
資
す
る
技
術
開
発
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
6
月
22

日
に
畜
産
技
術
協
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
成
果
は
、
新
た
な
農
林
水
産
政
策
を
推
進
す
る
実
用

技
術
開
発
事
業
の
「
多
収
飼
料
米
品
種
を
活
用
し
た
高
品
質

豚
肉
生
産
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
に
お
い
て
研
究
・
開
発
を
進

め
て
得
ら
れ
た
も
の
で
す
。
多
収
品
種
の
育
成
、
豚
ふ
ん
尿

利
用
の
多
収
栽
培
技
術
や
豚
へ
の
飼
料
米
の
効
率
的
給
与
技

術
の
開
発
な
ど
を
行
い
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
岩
手
県

一
関
市
大
東
地
域
で
の
飼
料
米
生
産
か
ら
豚
肉
生
産
に
適
用

し
て
、
飼
料
米
給
与
豚
肉
の
市
販
化
に
繋
げ
る
こ
と
で
研
究

成
果
を
実
証
し
ま
し
た
。
生
産
現
場
に
お
い
て
そ
の
実
用
性

を
実
証
し
た
こ
と
が
畜
産
技
術

協
会
賞
に
選
定
さ
れ
た
理
由
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
賞
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
実
用
技
術

開
発
事
業
に
関
係
し
た
組
織
・

人
々
の
努
力
の
賜
で
あ
り
、
課

題
担
当
の
方
々
を
始
め
、
関
係

の
皆
さ
ま
に
改
め
て
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
飼
料
作
環
境
研
究
チ
ー
ム
長　
　

伊
吹　

俊
彦
）

　

４
月
17
日
土
曜
日
、
強
い
寒
気
と
午
前
中

の
降
雪
に
見
舞
わ
れ
た
一
般
公
開
日
と
な
り

ま
し
た
が
、
１
４
０
３
人
の
来
場
者
が
あ
り

ま
し
た
。
早
朝
は
粉
雪
状
況
で
ご
来
場
時
の

事
故
や
農
作
物
被
害
な
ど
の
危
惧
も
よ
ぎ
り

ま
し
た
が
、
次
第
に
湿
雪
に
変
わ
り
雪
が
止

み
、
ほ
っ
と
安
心
を
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
、「
地
球
温
暖
化
と
む
き
あ
う
畜
産
技
術
」
と
し
、
私
た
ち
の

食
生
活
を
さ
さ
え
て
豊
か
に
し
て
く
れ
る
畜
産
と
地
球
温
暖
化
と
の
関
わ
り

を
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
け
る
よ
う
に
、実
験
・
ミ
ニ
講
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
等
を
設
け
ま
し
た
。
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ
で
は
「
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
牛
と
は
？
」「
乳
酸
菌
パ
ワ
ー
で
高
齢
化
社

会
を
元
気
に
！
」
の
２
題
を
開
催
し
、
サ

イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
参
加
を
主
目
的
に
神
奈

川
、
栃
木
、
長
野
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま

し
た
。
食
品
リ
ス
ク
、
研
究
の
現
状
、
製

品
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
出

来
ま
し
た
。
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
、

目
的
が
あ
っ
て
来
場
さ
れ
た
方
の
ご
意
見

中
に
、
ク
ロ
ー
ン
技
術
、
飼
料
米
・
イ
ネ
、

ホ
エ
ー
の
利
用
、
ア
レ
ル
ギ
ー
低
減
の
畜

産
物
、
温
暖
化
抑
制
な
ど
「
最
新
の
研
究

成
果
を
知
り
た
い
」
と
の
回
答
を
頂
き
ま

し
た
。
来
場
者
の
ご
意
見
を
反
映
し
、
お

役
に
立
ち
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
一
般
公

開
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
般
公
開
実
行
委
員
会
）

第７回畜産技術協会賞を受賞

「
水
田
活
用
・
資
源
循
環
を
基
本
と
し
た

飼
料
米
の
生
産
と
豚
へ
の
給
与
技
術
」

桜の散り際に降った季節外れの雪の日の一般公開

ミニ講演会「温暖化の原因ガス
は何で増えるのだろう」

サイエンスカフェ

体細胞クローン牛の見学「乳酸菌パワーで高齢化社会を
元気に！」
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5
月
27
日
、
28
日
に
、
那
須
研
究
拠
点
に
お
い
て
「
草
地

の
多
面
的
機
能
の
解
明
と
利
用
―
環
境
保
全
型
農
業
と
草
地

の
役
割
―
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ス
テ
ム
農
学
会
２
０
１
０
年
度

春
季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
宮
崎
で
の
口
蹄
疫
発
生
を

受
け
、
防
疫
上
の
観
点
か
ら
予
定
し
て
い
た
藤
荷
田
山
見
学

ツ
ア
ー
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
学
、
研
究
所
を
中
心

に
多
数
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
基
調
講
演
で
は
宇

都
宮
共
和
大
学
大
久
保
忠
旦
副
学
長
か
ら
、
地
球
環
境
や
生

物
多
様
性
を
保
全
す
る
た
め
の
草
地
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い

て
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
１
．
草
地
｜
大
気

系
の
物
質
循
環
、
２
．
草
地
に
お
け
る
生
物
多
様
性
、
３
．

草
地
の
景
観
と
環
境
保
全
の
サ
ブ
テ
ー
マ
を
設
け
、
10
名
の

講
演
者
か
ら
、
草
地
が
有
す
る
多
様
な
機
能
に
つ
い
て
の
研

究
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
の
一
般
研
究
発
表
で

は
、
ア
ジ
ア
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
の
農
業
を
対
象
に
し
た
国
際

協
力
研
究
、
人
工
衛
星
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
、
社

会
科
学
的
な
調
査
の
成
果
等
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
保

全
型
農
業
は
複
合
的
な
問
題
を
含
ん
で
お
り
、
学
際
研
究
領

域
で
あ
る
シ
ス
テ
ム
農
学
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
大
会
を
通
じ
、
地
球
温
暖
化
抑
制
、
生
物
多
様
性
保
全
、

国
土
保
全
等
の
環
境
保
全
機
能
を
草
地
が
有
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
環
境
保
全
型
の
草
地
利
用
に
基
づ

く
畜
産
の
研
究
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
草
地
動
態
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
室
長　
　

板
野　

志
郎
）

システム農学会 2010 年度春季大会（那須）開催

　

6
月
11
日
、
農
業
技
術
ク
ラ
ブ
8
人
の
記
者
の
皆
さ
ん
が
共
同
取
材
で
当

所
を
訪
れ
ま
し
た
。
農
業
技
術
ク
ラ
ブ
に
は
農
業
関
係
専
門
紙
の
新
技
術
な

ど
の
担
当
者
が
加
入
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
当
所
を
含
む
3
研
究
所
を
取
材

し
た
も
の
で
す
。

　

午
後
一
番
の
暑
い
時
間
の
来
所
に
、
さ
わ
や
か
な
ホ
エ
ー
ド
リ
ン
ク
ヨ
ー

グ
ル
ト
で
歓
迎
し
、
松
本
所
長
が
研
究
所
の
概
要
と
主
な
研
究
成
果
を
紹
介

し
た
後
、２
つ
の
研
究
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
勝
俣
昌
也
分
子
栄
養
研
究
チ
ー

ム
長
が
「
未
利
用
カ
ン
シ
ョ
を
活
用
し
た
高

品
質
豚
肉
の
生
産
技
術
」
に
つ
い
て
研
究
内

容
と
そ
の
実
利
用
例
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
研
究
成
果
を
活
用
し
て

千
葉
県
で
生
産
さ
れ
て
い
る
豚
肉
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ポ
ー
ク
」
を
試
食
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
昼
食
後
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
お
い
し
い
」
と
好
評
で
し
た
。

　

次
に
、
鈴
木
一
好
研
究
調
整
役
が
「
養
豚

か
ら
発
生
す
る
リ
ン
の
再
利
用
技
術
」
に
つ

い
て
、
リ
ン
の
除
去
回
収
技
術
と
そ
の
農
業

生
産
現
場
で
の
活
用
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。
説
明
の
後
に
、
所
内
の
リ
ン
再
利
用
施

設
に
移
動
し
、
設
備
の
説
明
と
質
疑
応
答
を

行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
実
際
の
現
場
へ
の
導
入
の
目
処
な
ど
に
つ
い
て

記
者
の
皆
さ
ん
か
ら
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
共
同
取
材
で
紹
介
し
た
２
つ
の
研
究
成
果
は
、
記
事
と
し
て
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

（
企
画
管
理
部　

情
報
広
報
課
長　
　

児
玉　

正
文
）

農業関係専門紙の記者が当所を共同取材

リン再利用施設での説明

ダイヤモンドポークの試食
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口蹄疫に係る当所の対応

４
月
20
日
に
宮
崎
県
で

発
生
し
た
口
蹄
疫
に
つ
い

て
、
当
所
の
対
応
の
概
略

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
農
研
機
構
は
、

５
月
19
日
付
け
農
林
水
産

大
臣
の
緊
急
要
請
を
受
け

て
、
口
蹄
疫
対
策
本
部
を
設
置
し
、
現
地
へ
の
獣
医
師
等
の
派
遣

や
防
疫
対
応
に
係
る
調
査
・
分
析
等
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
当

所
か
ら
も
企
画
管
理
部
長
が
本
部
員
と
し
て
参
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
本
部
の
取
り
組
み
と
し
て
、
限
ら
れ
た
人
員
の
な
か

で
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、５
月
25
日
か
ら
6
月
26
日
の
33
日
間
、

延
べ
57
名
・
日
（
派
遣
者
９
名
）
を
防
疫
作
業
要
員
と
し
て
現
地

に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
疫
学
調
査
や
堆
肥
調
査
の
た
め
研
究
者

を
現
地
に
派
遣
し
ま
し
た
。

更
に
８
月
か
ら
は
、
農
水
省
の
委
託
を
受
け
、
動
物
衛
生
研
究

所
や
宮
崎
大
学
と
も
連
携
し
て
、
発
生
地
域
に
お
け
る
家
畜
排
せ

つ
物
処
理
が
適
切
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
リ
ス
ク
の
評

価
や
低
減
技
術
の
開
発
に
係
る
緊
急
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
で
は
、
7
月
27
日
を
も
っ
て
移
動
・
搬
出
制
限
が
解
除

さ
れ
る
と
と
も
に
、
8
月
27
日
に
終
息
宣
言
が
出
さ
れ
、
関
係
者

一
体
と
な
っ
て
口
蹄
疫
の
再
発
防
止
と
畜
産
の
再
生
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
課
題
も
山
積
し
て
い

ま
す
。
研
究
機
関
で
あ
る
当
所
と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
課
題
の

解
決
に
向
け
、
引
き
続
き
積
極
的
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
度
の
当
所
の
対
応
に
対
し
、
９
月
７
日
農
林
水
産

大
臣
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

（
企
画
管
理
部　

交
流
チ
ー
ム
長　
　

椴
田　

浅
亨
）
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６
月
27
日
に
、
佐
久
子
ど
も
未
来
館
（
長
野
県
佐
久

市
）
に
お
い
て
、
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
未
来
館
は
、「
未
来
へ
の
創
造
」
～
進

化
す
る
宇
宙
・
地
球
・
生
命
～
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
た

科
学
博
物
館
で
す
。
今
回
、
こ
ど
も
達
に
科
学
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
長
野
県
内
の
研
究

機
関
を
月
替
わ
り
で
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
第
１
弾
と
し
て
、
畜
産
草
地
研
究
所
御

代
田
研
究
拠
点
が
選
ば
れ
、
パ
ネ
ル
数
点
な
ど
で
御
代

田
研
究
拠
点
の
研
究
内
容
を
紹
介
し
、
多
く
の
子
ど
も

達
に
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

最
後
を
飾
っ
て
最
終
日
に
サ

イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
５
～
６
組
の
親

子
連
れ
の
他
、
十
数
人
の
大

人
の
方
が
参
加
す
る
中
、「
牛

と
微
生
物
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

と
「
牧
場
に
生
息
す
る
野
生
動
物
と
そ
の
生
息
実
態
お

よ
び
被
害
対
策
」
の
二
つ
の
テ
ー
マ
で
話
題
提
供
し
ま

し
た
。
牛
乳
が
で
き
る
ま
で
の
不
思
議
や
牛
乳
の
す
ば

ら
し
さ
に
つ
い
て
解
説
し
な
が
ら
、
実
際
に
牛
乳
を
味

わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
夜
の
牧
場
で
目
を
輝

か
せ
る
シ
カ
の
群
れ
の
映
像
を
見
た
子
ど
も
達
は
大
き

な
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活

動
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
に
科
学
や
農

業
研
究
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
研
究
管
理
監　
　

塩
谷　

繁
）

サイエンスカフェ in 信州

家畜排せつ物の残留状況とウ
イルス生残調査（動物衛生研
究所、宮崎大学と共同実施）
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